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よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

～　健　康　相　談　～～　健　康　相　談　～

第
１
回
栗
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

〇栗林地区

　　日時：５月１２日 (水 )10 時～ 12 時

　　場所：栗林コミュニティ消防センター

　
今
年
度
第
１
回
「
栗
橋
地

区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
が
４

月
　 
日
、
橋
野
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら

前
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
に
続
き
、
今
年
度

の
活
動
方
針
、
事
業
計
画
、

収
支
予
算
に
つ
い
て
示
さ
れ

た
案
を
了
承
し
ま
し
た
。
　

　
今
年
度
は
昨
年
度
実
施
し

た
事
業
に
加
え
、
新
た
に

「
県
道
釜
石
遠
野
線
つ
る
ぎ

付
近
の
道
路
改
良
要
望
事

業
」
そ
し
て
、
橋
野
高
炉
跡

と
和
山
高
原
の
連
携
を
深

め
る
た
め
、
青
ノ
木
地
内
の

市
道
沿
い
に
繁
茂
し
て
い
る

立
木
の
伐
採
・
枝
打
等
、
「
環

境
整
備
作
業
」
を
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
課
題
解

決
の
た
め
の
話
し
合
い
を
続

け
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
役
員
と
、
会
議

の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
　
（
敬
称
略
）

◆

役
員

▽

議
長
・
菊
池
正
明
（
橋
野

町
振
興
協
議
会
会
長
）▽

副

議
長
・
栗
澤
稔
（
栗
林
共
栄

会
会
長
）
、
小
笠
原
義
兼

（
橋
野
町
振
興
協
議
会
副
会

長
）▽

監
事
・
川
崎
勲
（
栗
林

防
犯
協
会
会
長
）
、
菊
池
政

男
（
沢
町
内
会
会
長
）

◆

構
成
員

菊
池
成
夫
（
橋
野
町
振
興
協

議
会
副
会
長
）
、
藤
原
昌
教

（
橋
野
町
振
興
協
議
会
事
務

局
長
）
、
小
笠
原
成
一
（
栗

林
共
栄
会
副
会
長
）
、
川
崎

充
（
栗
林
共
栄
会
副
会
長
）

小
笠
原
昭
平
（
栗
林
共
栄
会

副
会
長
）
、
三
浦
栄
太
郎

（
栗
林
共
栄
会
事
務
局
長
）

中
館
義
元
（
栗
橋
地
区
民
生

児
童
委
員
協
議
会
会
長
）
、  

藤
原
た
か
子
（
（
栗
橋
地
区

民
生
児
童
委
員
）
、
川
崎
喜

久
治
（
釜
石
市
消
防
団
第
７

分
団
分
団
長
）
、
菊
池
録
郎

（
釜
石
市
消
防
団
第
７
分
団

副
分
団
長
）
菊
池
浩
（
栗
林

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
、
小
笠

原
勝
（
栗
林
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

副
会
長
）
、
川
崎
孝
生
（
砂

子
畑
高
砂
会
事
務
局
長
）
、

小
笠
原
正
久
（
横
内
老
人
ク

ラ
ブ
前
会
長
）
、
小
笠
原
房

子
（
栗
林
Ｊ
Ａ
女
性
部
長
）
藤

原
真
理
子
（
栗
林
地
区
主
任

児
童
委
員
）
、
藤
原
政
子

（
橋
野
町
振
興
協
議
会
女
性

部
長
）
、
菊
池
栄
子
（
橋
野
町

振
興
協
議
会
女
性
部
副
部

長
）
、
藤
原
元
助
（
橋
野
町
振

興
協
議
会
防
犯
部
長
）
、
小

笠
原
松
見
（
中
村
・
青
ノ
木
郷

土
振
興
会
会
長
）
、
藤
原
勝

男
（
荻
の
洞
町
内
会
会
長
）
、

小
笠
原
幸
雄
（
横
内
町
内
会

会
長
）
、
八
幡
圭
佑
（
能
舟
木

町
内
会
会
長
）
、
小
笠
原
勝

彦
（
青
ノ
木
町
内
会
会
長
）
、

佐
々
木
章
夫
（
橋
野
地
区
直

売
組
合
組
合
長
）

◆

相
談
役

和
田
松
男
（
釜
石
市
議
会
議

員
）
、
黄
川
田
敏
朗
（
栗
林
小

学
校
長
）
、
中
井
光
久
（
釜
石

警
察
署
橋
野
駐
在
所
）

◆

事
務
局

事
務
局
長
・
谷
澤
康
之
（
栗

橋
地
区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー

所
長
）
洞
口
祐
子
（
栗
橋
地

区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
）
藤

原
豊
樹
（
栗
橋
地
区
生
活
応

援
セ
ン
タ
ー
）
、
千
葉
か
ほ
る

（
市
民
課
・
兼
務
）
、
中
平
貴

之
（
港
湾
振
興
課
・
兼
務
）
、

川
崎
健
（
広
聴
広
報
課
・
兼

務
）
、
佐
々
木
慶
太
（
税
務
課

・
兼
務
）

〇橋野地区

　　日時：５月２１日 (金 )10 時～ 12 時

　　場所：橋野ふれあいセンター

内容：健康に関する相談のほか、必要に応じて

　　　　栄養・歯科相談、血圧測定を行います。

お問合せ・申込み：栗橋応援センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡５７ -２１１１

※※予約制ですので前日までにお申込みください予約制ですので前日までにお申込みください
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栗
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り

会
議
で
は
４
月
　 
日
、
地

域
の
み
な
さ
ん
　 
名
が
参

加
し
、
橋
野
町
青
ノ
木
地

内
の
和
山
高
原
へ
向
か
う

市
道
沿
い
に
繁
茂
し
て
見

通
し
を
悪
く
し
て
い
る
立

木
の
伐
採
・
枝
打
・
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

栗
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
　
環
境
整
備
事
業

　
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
、
木
の

枝
や
葉
が
車
体
に
当
た
る

の
で
何
と
か
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
に
応
え
、
さ
ら
に
は

視
界
を
確
保
し
、
安
全
運

転
に
寄
与
す
る
た
め
の
環

境
整
備
作
業
に
よ
り
、
以

前
に
比
べ
、
明
る
く
見
通

し
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
す
「
橋
野
高
炉
跡
」

と
風
車
、
牧
場
な
ど
風
光

明
媚
な
「
和
山
高
原
」
の
連

携
を
深
め
、
観
光
客
の
増

加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

　
今
年
度
最
初
の
ま
ち
づ

く
り
会
議
事
業
に
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
に
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
権

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　４月２７日、橋野ふれあいセンター

で栗橋地区まちづくり会議役員、地域

のみなさん等１１名が参加し、県道釜

石遠野線剣工区道路改良調査費つ

いての説明会が開催されました。

　岩手県沿岸広域振興局土木部道

路整備課によると、

　県道「つるぎ」の急カーブ及び幅員

狭小区間の解消を目的とした 1,200

㍍の未改良区間について調査費が

予算付けされたので今後、調査・検

討を行う。

　どの程度改良するか、どれくらいの

期間・事業費を要するのか、地元の

意見を聞きながら進める。

　今後の調査・検討結果を踏まえて

事業化について県庁と協議を進める

ことになる。とのことでした。

　本区間は平成２８年度岩手国体トラ

イアスロン競技（バイク）コースとなる

予定ですし、栗橋地区まちづくり会議

でも、道路改良要望を続けてまいりま

す。

道路改良調査が道路改良調査が

　　　　　行われます　　　　　行われます

見
通
し
が
良
く
な
り
ま
し
た

○能舟木地区

　　　日時：５月１１日（火） 10 時～ 12 時

　　　場所：能舟木集会所

○上栗林地区

　　　日時：５月１７日（月） 10 時～ 12 時

　　　場所：上栗林集会所

○沢田地区

　　　日時：５月２０日（木） 10 時～ 12 時

　　　場所：栗林コミュニティ消防センター

　内容：健康講話他

2550

健　康　教　室


